古代文献に見える「折」の読み方 by 赤羽, 学
『
日本否紀』継体紀に見える近江の蕊島郡の三品の角折君
の
「角」は用水路であり、「折」は「サク」と訓むぺきではないか
ということを第一稿「枕詞『つのさはふ
』
の背屈」（芸窃出屹茶
緊湿）において指摘し、続く第二稿「近江閥島郡の『角折君』の素姓とその訓み方」（埠顎改翠蝕如閲
）
において、記紀及び『日
本雹災記』を用 て、その可能性の正しさを証明した。今回は、その第三稿としてへ記紀・『風土記』その他の古代文献に見える「折」の字を総点検して、矢張そう訓んで問迎いないことを一図確実にしたく思う。
．
まず、『古事記』について、小野田光雄氏屈『細『古応妃i（回t
釈位）によって、「折」の字及びその通用字を見てゆく｀場合
の
諸本の略号は次
のとお
りであろ
°,
．
1真・（真福寺本、応安四年上中、五年下写、道喩策）2道（道果本、天理図困館蔵、永徳元年写、上巻の前半遠弱細訟fAま
『古
m
記』に
「折」とその通用字は十九例が認められ、その
で）3伊（伊勢本嗜、上、静嘉棠文庫蔵）4伊一（伊勢一本的本、上、神宮文血蔵）5鈴（鈴鹿本穀、三冊、京都市鈴鹿氏蔵、浪永は天文五年没、現伝する卜部系猪 の祖木）6春（延春本、中、春日大社蔵 疫長八年延呑写 卜部系諸本第九類 7前（前田本噛、三冊、惇経閣蔵、製長十二年大中臣祐範叩、兼永
一ー
箪本の写）81（妥珠院旧蔵、三冊、香川県多和文血祓 兼永一叩本を継承）9猪（猪熊本 三冊、香川県猪熊氏蔵、製長後半の写か、卜部系諸本第四類）10寛（四永廿一年刊本、三冊）11延（謡罪酪頭古事記、貞享四年祓、三冊）12国（訂正古訓古甲
記、享和三年刊、三冊）13校訂（田中頼用校訂古
m
記、明治
廿年八月刊、三冊）
．
右十三本の異同を、日本古典文学大系『古事記』の表記及び訓み方を基準にして記述する。
古代文献に見える「折」の訓み方
赤・・
羽
学
うち「ヲル」と訓まれるのは、次の七例であろ。
ぅうひ
とつかの
天照大神と須佐之男の誓約の際に、天照大神が須佐之男の十拳
郎が取って三
段に打ち折
り、噛んで吹き出すと、碑臨fの三女神が
誕生すろ。その「打折――一段」の「折」は、道のみ「析」で、他は「
折
」であろ。但し道は、「打」も木篇のように見え、手篇を木
篇に蜜＜碍があったかもしれない。訓みは、大旨「ウチヲリ」あるが、真・延 無訓、鈴．曼・猪が「オリ であろ。
高天の原を迫われ、出雲に下った須佐
之男命は、屈瞑睾串釦退
治
のた
め
に
、醗努島·手怨船
に命
じ
て
、心即畔
の酒を
脚
ま
せ
ろ
。
二か所見えろ「折」の表記は、共に①
「析」（真・道）②「折」
（その他諸本）の二種類となる。『古事記』の古写本の段階で「析」と「折」の区別をあまり
厳密にしていない。江戸期の校訂
本は、
「ヲル」の場合は「折」、「サク」の場合は「折」と区別
すろが、それ以前 写本は「折」を全く使わない。訓みは、道・伊・伊一・延が「ヤシホリ」、訓·校訂が「ヤシホヲリ」、その他は無訓であろ。
崇神天皇の御代に霰の総祖螂が作られた。この「酒折池」は、
①「酒榔池」（真）②
「酒他ん池」（鈴）③「酒也折池」（春・
前・曼・猪）④「酒折池」（寛・延・訓・校訂）と、諸本閻に異同が多く、原形を推定すろ手掛りがない。因みに『日本田紀』には「反折池」とあり、「サカヲリノイケ」と訓まれている。
垂仁天皇
の御代に、皇后かか邸知の兄沙本毘古王は、皇后に厄
し2をりひ
h5
たな
塩折の紐lJ刀を授けて、天皇を殺
せ
と
命
ずる。この「八塩折」は、
春．Iが「析」、他は「折」で
ある。訓みは、鈴•前・曼・猪・
馴・校訂が「ヤシホヲリ」、延が「ヤシホリ」、他は無訓であろ。同じ言葉が、垂仁天棗に沙本毘売が真実を告白すろ所に使われる。訓みは、鈴 •前 ヤンホオリ」、曼・猪・
寛
・訓・校訂が
「
ヤシ
ホヲリ」、
延が「ヤシホリ」、他は無訓であろ。
景行天皇の命により、東征に向った倭廷命は、東国から甲斐の
酒折宮へ越える。この酒折宮の「折
」は、すぺて「折」と表記さ
れる。訓みは、鈴・響•前・曼・猪・寛がfオリ」、延・訓 校訂が「ヲリ」、他は無 である。
以上、「ヲ
ル」と訓まれろ「折」について検討を加えたが、一
部の例外を除き｀殆どが「折」と表記されていた。このことは、「折」が古代から近代に至るまで、一貫して「ヲル」と訓まれていたことによるであろう。訓みに ヲル」と「オル」の混同 みられろのは、中世における仮名逍いの乱れに原因すろ。
次に、「サク」もしくはそれ以外に訓まれる「折」とその通用
字につい
て検討を加える。『古事記』が宙かれた時点で、「折」
は果して「割」と並んで「サク」と釧まれたであろうか
火神迦具土神を出産したために、伊邪那芙命は焼
死する。それ
に怒った
伊邪那岐命が、迦具土
を
斬
ろと
、
血
が
転如硲祁心起が如
-2-
いはさく
わさく
いて、
石
折神・根折神が生れる。この「折」は、①「枡」（真）
②面」
（道・鈴）③
f併」（伊・伊一）④品と（前）⑤祠と
（1．積）⑥承」（寛・延．Ill．校訂）の六種類の表記が見られる。このうら、③圧誤り、⑤ほ江戸期以後の校訂であるから除くと、の②④⑤か残る。①「枡」②「肝」は「訴」の、⑤「折」は「折
」のそれぞれ異体字
かと思われる
が、④のみ「折」を用い
るのが注目さ
訓みは、①
が無訓、③が「サカ」「サク」の
両訓を持つ外は、すぺて「サク」である。'
―つの「サク」に対して、『古専記』の写本
が、「析」「折」
「粁」「折」「折」
という五種類もの字を使うというのは、どう
考えたら
いいの
であろうか。これは
、原
字が紛わしかったという
よりも、訓むに不審を抱いた箪写者が異体字を作り出したと考えるぺきか しれない。
この『古事記』に照応する記事
としては、
『日本笞紀』巻一神
代上第五段（一翌ハ）に、「
鯰恥、
神」「即酎‘神」とあろ。これは、
雷神が磐を裂き、根を裂くことから名付けられた名前である。同様に 大磐を蹴み裂いて溝を築したことが、神功堅后摂政前紀（仲哀
天
皇九年四月）
の条に見える。西征を志す神功皇后は、
な
神祗を祈る神田を作ろうとして、籠の河の水を引く洲を掘るが、盛慰醗匹至って、大磐が塞がって溝 通すことができない。そこで神に祈ると 突然落笛 あって発を裂き、水路 通じ 。そこで人々は、この溝 困即の砿い呼んだ。この話は 濡を掘ろこと
を硲｀言った例
となる．
この石折神について、．『古事記』に、訟恐｝益が石氏研函烈
詈津羽
神砥咆
出穿
て
心覗は、竿
ntに
因りて生れる神なり」
と
いった注記が兄える。この表記は、①「桁」
（真
・道・伊・伊一
•鈴）②「折」（前・1．猜・寛）③「訴」（延．馴・校訂）の三園類となる。例によって古本系統
が木筒であり、新しいものが
手篇である。この場合、古本系統が原本に近いとは必ずしもいいきれない。新しいも がか
えって校訂によって古い表記を回復し
てい
ろからである。『日本霊異記』興福寺本上巻第廿七の「折t­
焼塔柱
l』、同真福寺本中巻第十六の「折一分飯二叩養」．の「折」
は
「サキ」と訓むぺきである。また『名義抄』(g和
r
色葉字類抄』
（贈g.）『倭五霜』
（篇且次第）にも「折」に「サク」の訓があ
る。これらは、平安以前に「折」を「サク」と訓んでいた証拠になる。
しかし、大坪併
治
氏の御教示によれば、既に、平安時代から中是れ）なり也
。
0
見云官円
vt
釘＿＿黄金f‘
世にかけて、
〇詈せな迎黄色
是也
。（東大寺本百法顕幽抄平安中期前半点）
n)なり
0唯包舅
サク）
oo
（3)二空舶散竪
1
こと有噸異也。（大東急文郎
本大
日経袈釈延久ー承保点）
〇折タクク9ク
（
観智院本名袈
抄）
0
桁分也融木也削
（
天治本
新撰字鋭）
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モ
4ツ
ig
サ
9ス
4
ノス
Aノ・・ヽヤ�
0百伝度逢県之桁鈴五十鈴宮（功塁后紀北野本）
など、「サク」には「折」を含めて、さまざまな異体字が使われていたとのこと
で、『古串記』の写本
の例も、これらの一Eとし
て考
え
なければならな
い。
．
死んだ伊邪那美命の畷には
mar
が居た。この「折」は、①祠」
（真·道・鈴）②「桁」（伊・伊
l)
③「折」（前・曼・猪）④
「折」
（寛・
延．pl．校訂）の四種類が見られる。例によって古
本系統が木篇であり、新しいも が手篇であ
ろ。訓みは、鈴以下
サク
サキ
ナダ
すぺて「サク」であるが 宜長は「佐久
か佐伎か、訓ぺき由定か
ならねば、姑く旧によれり」として「サク」を採用すろ。これも、雷神が物をさくとこ
ろから名付けられた名前であろう。
黄泉国か
ら逃げ帰った伊邪那岐命は、筑紫の醗臨の橘の加
t
の
即雷煕娯が
して、綿
津見神を産む。巫配連等は、そ
の綿
律見
神の子、中霊醤塁の子孫であろ。この「折」は ①「析」
（真
・道）⑨「折」（伊・伊―•前・曼・猪）③「桁
J
(鈴）④
「折」（寛・延．馴·校訂）の四団類の表記が見
える。
この場合
は、②の「折」に、伊勢本が加わ
る。宇都志日金訴命は、『延喜
式』に見えろ信濃国更級郡の加砿半嬬神社 祭神 り、従って更級郡に近い佐久郡に関係
すろ神であろう。佐久は、千曲川が地
を穿っ
て流れる地である。「サク」は、水路を穿つことに関係の
深い言葉である。
．． 
天
照大神は、弟の須佐之男命との誓紺の後、須佐之男の乱暴に
酎え
かねて、天の石屋一戸に隠れる。そ
の
ため世界が暗附と化し、困
惑した諸神は石屋一戸
の前
で
神楽
を
佃
す
。
ぁ
和翌応翠紹社
、
天
の
餡｀
山
畠認を手幻、
に
繋
け
、
或比紺5釦
らにして
、桶
を
踏んで踊ったの
ゃえよろづ
わら
で、八百万の神
は大咲ひをする。
この「
折」は、①「折
」（真・
伊・伊一・鈴•前・曼・猪・寛）②
「析」(ii)③「折」（延．
訓・校訂）
の三種類の表記が見えろ。
これは
、「折」が圧倒的に
ヲ＂ノ
多く、訓みは、鈴以下「ヲリ」とする。しかし、「真折
」と
いう
マサキヅ9
言葉はなく、宜
長のい
う
ように、『古語拾逍』の「真辟葛」、『日
マ今クキヅ，
本密紀』継
体
紀の
「
暗左菜逗咽」、『古今染』採物ノ歌の
「
みや
マテキqヅ9
まに
は霰降らし外
山
なる
真折の砧色付
け
り」、『伊勢外宮ノ儀
マサキノカヅ9
マナキカヅ9
ユフ
式恨』の「哀佐支乃霊」 『奥義抄』の 真前の葛にて頭を結」などの例により、「マサキ と訓むぺきであろ
。
但し「折」は、
「折」に直さなくとも、「 める。『日本習紀』は「真坂樹」と困いて、「マサカキ」とも「マサキ」とも訓ませて
いる
。
この字が
殆どの本に「折」と香か
れてい
るのは「ヲリ」という訓
と無関係ではなか
ろう。「折」が「ヲル」．と訓まれ
る場合は、字
形に変化がない。これは次 も見られる。
須佐之男命の子大国主神は、稲羽の海岸で皮を剥がれ、塩風に
さうyぎ
旦を折かれてい
る斑を助け
る。この「折」は、
①「折」（真・伊
伊ー・鈴
J前・猪・寛）②「析」（曼）③「訴」（延．馴・校訂）の三匝
類であろ
0
古写本は、曼を除き、すぺて「折」であり、鈴より寛
まで「吹キ折？」と送り仮名を加えて る。しかし、意味から言って、
- 4 -
それは不都合で、後
の校訂本
の
如く、「フキサカエ
」も
しくは「フキサ
・カレ」
と訓むべきで
あろう。但し、嘉とを口5」
に変える必要
はない。
心の優しい
大国主神は、兄逹にねたまれ、さまざまな危害を家
る。兄達は、大国主を山に迎れて入り、池邸を切り伏せ、臨知を
ひめや
その木に打ち立て、その中に
入らし
め、それ
と同時に氷目矢を打．
ぅ窃
し十
ら離
っ
て、拷ら殺した。そこで母親が哭き
ながら、天上のヤ産巣
•Bo5
命
IC岡す
と、
探
し
出
して、
：其の木を印り
、蘇生させ
た。この
「折」を日本
古典文学大系の注者は、「底（訂正古訓古事記）に
『折』
とあるが、諸本に『折』とあるに従って改めた」というが、
ここは、意味の上から
も
「サク」でなければならない。茄矢は、
多分楔のようなも であろう。
それを
木に
打ち込んで際間を作り、
そこに大国主を入れて、後に茄矢を抜いて圧殺したのである。だから大国主を取り
出すには、木をさ
かなければならない。この表
記は、古写本はすぺて
「折」であるが、「折
」のままで「サ
ク」
と訓める
から
、それでよい
のである。寛は「析」に直し、校訂も
その字で「ワケ」と訓むが、そ
の必要はない。
大国主神は、高天の原か
ら下されに即砥餡炉に降参し、平和裡
に
出裳国
を
誼
り、「
m
岱
Itの
、
a
幽涵
a
叫函．
」と
歌
う。この
召」
は、諸本
すぺて
変りないが、これに
ついて立長は次のよ
うに言う。
打竹、打ノ字、旧事紀に折と吟るに組て忍ふに、折を誤れるものにて
E旧串紀は本卜此記などを
取て書るも
のな
れば、
此記の
古本に折とありし
を取れるが、後に彼＞は
折に、此＞
ナ令ヴヶ
は打に誤れるなり、一佐伎
r
気なるぺし、万菓七【四十一丁＿
ヮv
ル
に咀宮Jあり、破有竹
を云なり
、
この説は卓見であるが、元「折」とあり『旧事紀』が「折
」に、
現存『古
m
記』が「打」に誤っ
たというのは正しくない。恐らく
『
旧事紀』の引いた古本『古
m
記』に既に「折」
とあり、それ
で
「サキ」と訓ませるつ
もり
だったに
相迎ない
。尚、諸本のむ入れ、
異同について補足すると、伊・伊ーに「打
J
の傍に「折」が記さ
れ、鈴に 桁」の傍に「打」が記される。
天孫降臨に従って下界に至った天宇受売命は、す
ぺて
の魚を渠
なし
ろもら
めて、「汝は天つ神の御子に仕へ奉らむや」と尋ね
ろと、諸の焦
｀』
は皆「仕へ奉らむや」と答えた。しか
し洵鼠だけ
が口
を開かなか
一
ひ
b
5
っ
た。そこで
天宇受売命は、「此の口や答へぬ口」と言って、紐
ー
lJ刀をも
って
その口
を折いた。故に今に梅凪の口
は折け
ている。
唸
な
この二例は、鈴が 桁」として、前の字に「折ィ
J
と傍記すろ以
外、古写本は、すぺて 折 である。訓みも鈴以下すぺて、「
サ
ク」と訓ませている。ここは、「サク」としか訓め
ない所であっ
て、それ
が殆ど
の写本に「折」と困かれている
こと
は、原本にそ．
うあ
ったとみ
なければなるま
い。
以下近世の校訂本が「折」と
直したのは 「折」の
まで「サク」と訓めることを忘
れてし
ま
ったため
である。．
中巻の景行天皇の条の如辮釦呪僻臼征伐の話に「折」が使われ
たナる
ろ。小碓
命
は、熊芭廷の背中をつかまえ、尻より剣を刺しとおし
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ヲ9 テブヲ 馴:
息
た 。 建 は 、 苦 し い 息 の 下 か ら 、 わ が 名 の 建 を 命
に差し上げるとい
い、それを聞き終えた命は、懃菰のように振
り 折 ち て 殺 し た 。 日
本 古 典 文 学 大 系 は 、 「
振 折 」 を 「 振 り 折 ち 」 と 訓 ん だ 理 由 に つ い
て 「 記 伝 に 『 師 の 、 折 字 は 折 合
）の誤とせられ
た る ぞ 宜 き 。 』
とあろが、原字を活かしてタチ
と
訓 み 、 た ち き る 意 に 取 っ た 。 」
と注するが、「折」を「タツ」と訓む例はない
。
表 記 は 、 す ぺ て
の諸本が「折」であり、訓みは、鈴・響•前・曼・猪が「オリ」、寛が「フリ」、Plが「サキ」、校訂が「折」に直して「サキ」と· す ろ 。 「 フ リ矛｀ リ 」 「 フ リ フ リ 」 は 、 意 味 的 に 不 自 然 で あ り
、
「フリサキ」が適当かと思われる。
以上、『古事記』の「折」は、そのままで「サク」と訓むこと
ができろ。こ
とに、天の石屋一戸・稲羽の冤・大国主の受難•海鼠
の ロ ・ 熊 曽 刺 殺 の 条 の 「 折 」 は 、 殆 ど の 古 写 本 に 共 通 し 、 原 本 にそうあったとしか思えない。ま
た 大 国 主 の 国 譲 り の 歌 の 「 打 」 は 、
その原形が「折」であったことを思わせる証跡が『旧事紀』に存在し、この事実は、『
古 事 記 』 の 写 本 が 室 町 期 を 遡 り 得 な い 現 状
を大きく打破するものといえよう。もし、『古事記』が「サク」を「折」と表記してい
た と し た ら 、 迦 具 土 斬 殺 ・ 伊 邪 那 美 の 屍 体
・ 綿 津 見 神 の 誕 生 に 見 え ろ 「 折 」 の 異 体 字 は 、 「 折 」 を 「 サ ク 」と訓
み 得 な く な っ た 中 古 ・ 中 世 期 に 、 さ ま ざ ま に 当 て 行 な わ れ た
結果といえよう
。 し か し 、 写 本 に よ っ て は 、 前 田 本 は 、 一 貫 し て
「折」が使われ、こうしたことは、写した人の織見によると思われる。そ
れ に 対 し 、 「 ヲ ル 」 と 訓 む 「 折 」 は 、 諸 本 の 間 に 殆 ど 異
同がない。これは、こ
の
訓みが古来変らなかったことによるであ
ろ
う 。次に、『古事記』に用いられた「
折 」 と そ の 通 用 字 の 、 諸 本 に
よろ異同の一覧表を示しておく。
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＊
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。
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ない。
続いて面の第三
に「次
ふi-＿炉炒一
時
二生る鬼知成緊
火出兄将」とある。＇「避」はまた
「サク」とも訓めるので、その
意味が名前に読み込ま
れたとすると
、「＊ノサキヒコ」という訓
みは、正しいとし
なけ
ればならない。更に一宙の第五に、この神
t3>4‘)．‘う
＾う39／
・｀nt
が吾
是天神之子。名火折誇」と名乗り
をあげろとこ
ろが
あ
る。
この訓みは、吉田家兼方自箪本には「＊ノサキ」
と
あろ。一8の
ホ7ん‘う
第六にも
「火折尊」という訓み
が
見えろ。この「折」の字は、叫
脚家本・魯陵部本・阪本本・玉屋本
は、「析」となっている。こ
うみてくると、「火折
尊」の訓みは、『古事記』によって「＊ヲ
リ」に統一できな
いこ
とが
知られるであろう。
火折諄は、兄の釣針を
失つ
て、
そ
れを求めて海宮に至るが、
．そ
の話の一宙の第四に見える「火折諄」は、一貫して「＊ノサキ」と訓ま
れていろ。またその字は、至屋本
に「析」と書かれている。
「＊ノサキ」という訓み方 従 ば この神は、火炎が避けてゃゃ火の鎮まった時に生れた神の意 あろう。宜長 この神の慶「距は火の衰へ る時に虹》ませる故の
御名
に
て
、知翫りの起
°
なり
、四紀一笞に、火夜織命ともあろを以て知“ぺし」と解くが、
「ホヨワリ」が「ホヲリ」にな
るか
、尚一考
が
必殿であろう。
百と
に「サク」の訓みがあり、『笞紀』の古訓もそう訓んでいろから、そ
れを採用するのも一法であろう。
た．まのくゑはやのみのすくね
垂仁天堕七年に、剛勇を誇る当摩嗽速に野見宿祢が挑戦し、嗽
殺す話がある。その条に「折」の字が三回使われ、それぞれ訓
が述う。「二人相対↑立。各尻見相記。則配二紺当麻嗽速之慰劣令亦男
tnt
其腰→而殺ー之。故釦[-当麻躁速之叫f一
。
悉ニ
賜二野見宿祢--。是以其邑二句二腰折田一之縁也。」
この三回の
・「折」は、それぞれの意味によって訓み分けられたのであろう。「折」に
「クジク」の訓のあろことは、『倭至箭』篇目次第に見
える。もう一っ「クジク」の訓みは、雄略天皇九年五月に「折ニックヨモノニ面四海ー」とあろが、前田家本に「コトムク」とあり、そ
の方を
採用する
本も
ある。
ノツ41ノ
次に問題なの
は、維体天墜元年三月の「三尾角折君」の訓みで
ある。これ
について、前掲拙稿においては、「ツノサク」と訓む
ペきことを提唱した。その迎由は、第一に、角折君は、垂仁天堕
ゃ2しろ“ぼくにふら
かに11たとペ
が宙神と考え
ら，れる山背大国の不遅の女、綺戸辺と結婚して生れ
いはつくわけのみこと
あど
た磐衝別命を先祖とするほ族で，安慇川が琵琶湖 注ぐ角状の地近江の石島郡に居住し、角（水路）を開削すろ仕事に従印したらしいこと、
第二に、近江と同一の地名を多く持つ遠江の浜名削の
浜名川の畔に角避彦神社があり 「ツノサク」と呼ばれていること、第三に、「折」の字は「サク」 訓むことができ、『日本宙紀』の有力な写本
である北野本に、「析
9
」とあることなどによ
る。今回、『古串記』の「折」の訓み方を
検討してみて、かなり
多く場合「サク」と訓まれていることが判明し、「角折」を「ッノサク」と訓むぺき根拠が補強されたように思われる。
その他『日本宙紀』で「サク」と釧みうる「折」の例をあげろ。
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五欽明天皇二年七月の「新羅所レ折之困
」
は、
「ヘッレル
」
もしく
は、
「ヘクトコ
0
ノ
」
と訓まれてい
るが、
「サケル
」
「サクトコ
ロノ
」
と訓むこともできる。舒明天皇十年七月の「大風之折ソ木
発ノ屋
」
の「折
」
は「ヲリ」と訓むのが普通である
が、
「サキ
」
とも訓めろ。
同様に天武天旦九年七月の「飛烏寺西槻枝自折而落
之」の「折」も「サケテ」と訓む方がよ
い。
枝
はボキリと折れろ
．よりも、
裂ける場合の方が多い
。皇
極天皇四年四月に、
森匝の学
問僧得志が、
虎を友として、
不思議な仙術を会得し、
虎から得た
治療用の針を柱の中に図して置いたが、
後に虎がその柱
を折って
針を取って逃げ去
った。
高廊の国では、
得志が帰国を面っていろ
のを知って甜殺したという奇談が
戦せられている。
「虎折二其
柱ー」の「折
」
は、
「ホリ
」
「ワリ」「ヲリ
」
などと訓まれてい
るが、
「サキ」が一番妥当ではないかと思われ
る。
指先の使えな
い虎は、
柱の裂目に阻された針を取り出すことができず、
柱を裂
いたのである。
「折」を柱を裂くに用いた例は、『日本霊異記』
上巻第二十七に「折二焼塔柱＿
j
とあり、
これを「サキャキ
」
と
訓む。
また
通用字の「析」を用いた例とし
て、
同上巻第一に「柱
之析閻
」
とあり、「サケシマ
」
と訓む。
以上、「折」を「サク
」
と訓むことによ
り、『日本宙紀』の多くの「
折」が「サク
」
と訓
めることが判明した。
統いて『風土記』の「折」を点検すろ。例によって日本古典文
学大系本を基準とする。
なめかた
やまとたける
常陸の行方郡に、
倭武の天皇の巡幸の時、
河を上ってゆくと、
かぢヽし
L
柿梶が折れた、
よってその河の名を無梶河
とい
うとある。
この
「折
」
は「サク」と訓めないことはない
が
、「
ヲル」
の
方
が妥当
であろう。
出棠の意宇郡の「来待川・・：更折北流」、
出雲郡の「出
裳大川・：北流更折西流」などに見える「折
」
も、
「ヲル」と訓む
ことに疑いない。
つのをれ
しかし、
常陸の香島郡の角折の浜は、
継体紀の「角折君」を「ッ
ノサク」と訓むとすれば、
これも「ツノサク
」
と訓むペ
・きではな
いにしへ
いた
かろうか。
ここは、
古、大蛇があって東の海に通ろうと思って
、一
， 
浜に穴を作ったが、
蛇の角が折れ落ち、
よって角折の浜と名づけ
一
られたという。
このように角は蛇の頭についており、
それによっ
て掘 水路が角折と呼ばれたのである。
その「ツノサク
」
か
ら、
蛇の角が
「サ
ケオチ」たという由来伝説が作られ
たので
ある？。
また同じ角折の浜につ て、
倭武の天皇に水をさし上げるために、
鹿の角で地を掘ったが、その角が れたので、
角折と呼ぶという
異伝も伝えられている。
その本文「為二其角折ー所以名之
」
の
「角
」
は、底本（松下見林自箪本）になく、
板本によって補った
と注に見える。
いずれにせよ、
「折」は「サク
」
と訓める。
「折
落
j
を「サケオッ」と訓むとすれ
ば、
天武紀九年七月の「槻枝自
折而 之」も サケテオツ」と訓む方いいかもしれない。
同様に、
なへつ
あふこだ
揺磨の揖保郡の上笞岡・下宮岡・魚戸準・枯田の地名の
由来を述
あふこt
にお
ぺた中に、「幼折れ
て
荷落らき」とあるが
、この口巴も「サ
ク」
と訓むぺきではなかろうか。と
いうのは、底本
（平安応呻褐写と
鑑定せられる天理図祖館所蔵三条西家伝来本）に、この字は己5」とあるからであ 。こ 字が「サク」 訓まれることは、既に幾つかの例に見 れるとこ
ろである。諸本が「折」と訂正して「ヲ
ル」と訓む必要はない。末尾の影印を参照されたい。
ふたかみ
常陸の久慈郡太田の郎に、天孫と共に筑紫の日向の二所の峯に
＇天降
り
、三野の国の硝如即
を
経
て
常陸に
至
っ
か5畷即嬬鈷粒祀
る、
塾宮r
の社がある。日本古典文学大系本が「二所の峯」と表記す
るこの山は、底本（松下見林自筆本）及び彰考館本には、 二折之峯」とあろ
．． 
また板本（天保十年刊）には「二神之峯」とある。
この相違に
ついて、橋本雅之氏は、「『常陸国風土記』本文批判
の一方法」（竺翌裳蟹厄二）において、「二神」 、『日本書紀』神代巻下天孫降臨の一書の「日向襲之高千槌紐日二上峯」や、『釈日本紀』所引の
『日向風土記』の「日向之高千即二上峯」と同じ
カー
カ9ヽ
とみて直したであろうが、「上」と 神」の「ミ」は、甲乙の相違があっ 、同一視できないと述ぺ、また 二所」に四して、
己巳
を「力｀く」と訓むのも臭例とされ、結屈底本の「二折」を尊軍すペきとされる。この説は、至極妥当である。樗本氏は、 之峯」を、二つの頂上（折れ曲った部分）をもつ山の意とされるが、
実際の山をみると、頂上が二つに裂けている。橋本氏は、訓
みは明示しておられぬが、
「フタサク」と訓むぺきであろう。
れ9
出霊の意宇郡
に見える国引き説
話では、
心起
絡煕如畷釦砥‘余所の国の余り
之
を引いてきて、
供
上二
提縫
い
合わせて出
君
町穂直雰
の
国を大きく
千善する。
そ
の一っ
寓
本
は、
主
釈姐蝦
l
ゃ2こ
〇
県
山
會、
1
嶋よ
り、八即爾
支
一
宮野ざ
熟ぎであ
り
、そ
の二
は、
釦怨臥E
り、
さだ狭田の国で
あり、
その三は、究即の困登より、
ii
の国であり、そ
の
四
は、
主珈
の
埼である。「折絶」を岩波文印の『風土記』は、「打絶」と改めるが、その必製 ない
。こ
の訓み方に
ついて、後藤蔵四郎氏の『出
塁国風土記考g』（娃器野吐）
に、次のように兒える。
こづ9らたえ
自去豆乃折絶而を、風土記解や訂正風土記には「去
豆
の打絶
ま
4
よりして」と読んで
居
れど
も
、これは古写本にある儘に「去
セヽ｀豆より折絶て
」と託むので
よからう。古典には析といふ字が
かむしも
折と書
いてあることを
屡々見る。去豆は
JI下湾の東北にある
小津浦に当ろ。
この
ように、
「絶」を「たち」と訓むかどうかは
別とし
て、ロと
を「さき」と訓むのは卓兄であ
る。
こ
れは、前掲の橋本論文にも
引かれているのだが、百木紀元氏の「山の続き
がその線の所で裂
け絶えたよ
うになって
いる
場所
、
すな
わちーつの山塊の間の細長
い狭溢部を意味する話 （』悶醤包埠ヂ函紐諸ぼ翌唱）
という
解に従うべきであろう。青木氏は
「折絶」の「折」も「絶」
も
どららも自動詞として、
「サケタェ」をよ
しとされろが、『古事
記』の稲羽の寛の条に「吹折」
（フキサク）
の例もあり、複合動
詞を必ずしも自動•他動のどららかに揃え
る必匝はなく、私は「
サ
キタエ」を採りたく思う。
いひぼ
つSthやま
播唇の揖保部に細折山があろ。その山は、
応神天旦がそ
こで狩
ゐ
をなさり、
．
走
る
猪を射た
細
弓が折れたので、
戴
折山と呼ぶという。
これ
は、橋本氏も言われるように、
「折れた弓と、高く笠える山
とはその形態が極めてよく似て」いる で、
「ヲレ」
が
いいか
と
．思われるが、ただこ
れも一っ「サク」
と即み得ろ可能性が考えら
れるのは
、現在こ
の地を
「
ケヤキ（槻）坂」と呼んでいるという日
本古典文学大系の指摘である。楠原祐介氏らの『地名用語語源辞典』（油和翌
吟）には、坂は
「サ
（割）・カ（処）で『分割所』．
の意から『境』の意を生じ『山の揉』の意から『坂』 篠に転じ
た」とする松岡静雄の説が引かれていろ。坂は、果してそのように転じてきたかは別として、
「サク」と語根を等しくす
ろこ
とは、
十分考えら
れる。槻ei椿は同木であるから、
「ツキサク」が「ケ
ヤキサカ」に変った可能性も考えられろ。し
かし、
「折」は多く
の場合「ヲル と訓むのであり、無理な推測は禁物である
「折」が「サク」と訓まれる
こと
に
ついて、江戸時代の学者は
気づかなかったと見え、『古
m
記』の「サク」と訓むぺき「折」
は、すぺて「折」に直しているが、その必要は
ない。
しかし、
「サク」と訓むぺき
字は、
「折」の外に沢山の異体字があり、そ
れら
がすべて「折」に
渠約されるかどうかは確言できない。やは
り「
折」には、
「サク」と訓む場合があり、それは、その字の使
われ
方によって判断すぺきであ
るという程度に止めるぺきであろ
う。尚、『播麻風土記』三条西家本の影印を天理善本叢柑によって左に示す。
（頁）
「折」と「析」の差
は甚だ微妙であろ。
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視祢タ―-$『風土記』の本文の扱いは、多く橋本氏の御教示を得た。謝意を表する。
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